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澱

魚
類
、
腿
虫
撤
を
初
め
と
し
て
、
凡
そ
誓
人
が
糠
製
利
川
す
る
と
こ
ろ
の
動
物
皮
は
、
極
め
て
脹
汎
に
瓦
て
を
る
が
、
就
中
、
或
は
防
寒
毛

皮
と
し
て
、
乃
至
は
一
般
革
類
と
し
て
、
最
も
右
用
な
る
皮
革
原
料
皮
は
、
峨
乳
動
物
皮
で
あ
る
。

偶
蹄
類
、
奇
蹄
類
等
右
蹄
類
中
に
は
牛
、
馬
、
羊
、
川
羊
等
、
一
般
皮
革
原
料
と
し
て
、
布
川
な
る
皮
を
供
給
す
ぁ
動
物
が
多
い
が
、
射
、

狼
、
雛
、
熊
、
狐
、
蝶
紹
、
黄
鮒
、
臓
虎
、
脇
朋
獣
、
海
豹
、
架
鼠
、
兎
等
の
毛
皮
動
物
は
、
肉
食
戦
と
醤
歯
類
中
に
主
と
し
て
包
含
さ
れ
て

脇
す
る
と
こ
ろ
の
稚
族
に
従
て
、
夫
々
特
性
を
右
つ
各
動
物
皮
の
燃
製
利
川
は
、
自
ら
川
途
に
遮
否
が
あ
る
。
電
煤
，
堅
硬
で
あ
っ
て
而
も

弧
靭
な
る
牡
牛
皮
が
ソ
ー
ル
、
リ
ー
メ
ン
乃
至
は
馬
具
川
革
に
、
馬
皮
が
祇
革
に
、
山
羊
皮
が
商
級
爪
革
に
、
細
羊
皮
が
手
袋
、
製
本
川
背
革

に
、
豚
皮
が
乗
鞍
川
革
に
、
鹿
皮
が
プ
ッ
ッ
レ
ー
ダ
ー
に
、
猿
皮
が
叩
脚
織
革
に
、
猫
皮
が
三
味
線
に
、
仔
馬
皮
が
能
梁
川
小
鼓
に
、
ア
ザ
ラ

シ
毛
皮
が
ス
キ
ー
川
シ
聖
タ
ィ
グ
・
・
ヘ
ル
ツ
に
、
夫
々
置
川
せ
ら
れ
て
を
る
の
は
、
何
れ
も
各
動
物
皮
の
右
す
る
特
性
を
巧
に
捉
へ
て
、
夫
為

の
用
途
に
迩
雁
せ
し
め
た
る
に
他
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

斯
様
に
名
動
物
皮
は
種
類
に
従
て
川
途
を
異
に
し
て
ゐ
る
が
、
夫
々
の
右
つ
特
性
を
し
て
充
分
護
擁
せ
し
め
て
川
途
に
好
適
せ
し
め
る
た
め

に
は
、
卿
ら
練
製
方
法
を
も
探
ぶ
必
要
が
あ
る
。
タ
ン
ニ
ン
糠
製
、
ク
ロ
ム
職
製
其
他
油
脂
、
明
舞
、
煉
煙
、
ア
ル
デ
ハ
ィ
ド
篠
製
等
数
多
の

繰
製
方
法
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
は
、
何
れ
も
用
ゐ
る
と
こ
ろ
の
擬
製
主
割
に
従
て
、
夫
々
生
ず
る
と
こ
ろ
の
革
の
物
理
的
、
乃
至
は
化
畢
的
性

革
琶
ス
キ
－

蝿
州
ｆ
Ⅵ
》

狼
、
鋤

お
る
。
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動
物
毛
が
腰
叉
は
プ
ル
カ
リ
ー
等
に
鋤
す
る
化
畢
的
性
愛
、
及
び
張
力
、
弾
力
、
吸
水
、
耐
熱
性
、
熱
の
僻
導
率
等
の
物
理
的
性
変
に
於
て
２

ゼ
ー
フ
ン
ド
ペ
ル
シ
が
ス
キ
ー
、

詳
し
く
な
る
も
の
と
老
へ
ら
れ
る
。

鷺
を
全
然
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
タ
ン
ニ
ン
擬
革
は
重
厚
、
堅
破
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
、
延
伸
性
を
忌
む
ソ
ー
ル

リ
ー
メ
ン
、
其
他
サ
ド
ル
用
堆
の
製
造
に
賑
刑
せ
ら
れ
、
之
に
反
し
て
、
軟
柔
に
し
て
狸
靭
、
軽
快
で
あ
っ
て
耐
水
性
で
あ
る
こ
と
を
必
要
嵯

件
と
す
る
ア
ッ
バ
ー
レ
ザ
ー
（
靴
用
革
）
に
は
ク
ロ
ム
擬
製
法
を
、
特
に
柔
戦
で
あ
っ
て
、
耐
水
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
ッ
ッ
レ
ー
グ
ー
に

は
油
脂
叉
は
ア
ル
デ
ハ
イ
ド
擬
製
法
が
古
く
か
ら
行
は
れ
て
お
る
の
は
、
何
れ
も
夫
々
の
原
料
皮
が
元
来
具
右
す
る
特
性
に
雌
じ
て
、
愈
々
そ

の
特
性
を
し
て
溌
抑
せ
し
め
る
た
め
に
、
通
鯉
す
る
と
こ
ろ
の
職
製
方
法
が
夫
々
搾
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

っ
て
ゐ
る
。

抑
も
海
豹
毛
皮
が
シ
ユ
タ
イ
グ
ペ
ル
ッ
と
し
て
雌
適
す
る
理
由
は
、
そ
の
生
毛
の
典
術
す
る
形
態
的
特
性
に
あ
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
次
に

海
豹
毛
皮
の
特
性
に
就
い
て
詳
述
し
て
み
や
う
。

敢
え
て
海
豹
毛
皮
に
限
ら
な
い
が
、
凡
そ
水
恢
動
物
皮
は
、
之
を
陸
棲
動
物
皮
に
鋤
比
す
る
と
、
一
般
に
耐
久
性
に
樹
む
生
毛
を
具
右
す
る

は
、
も
の
で
あ
る
ｏ
ク
ラ
ー
ゲ
ン
ペ
ル
シ
と
し
て
、
数
多
の
毛
皮
中
特
に
臓
虎
、
水
躯
、
脇
肪
獣
、
海
狸
等
の
海
獣
毛
皮
が
職
迎
さ
れ
て
を
ろ

の
軍
に
此
等
の
動
物
皮
が
軟
柔
、
細
細
で
あ
っ
て
美
麗
な
る
フ
ラ
ウ
ム
ハ
ー
レ
を
右
つ
と
こ
ろ
に
の
み
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
此
等
海
獣

毛
皮
が
一
般
雌
楼
動
物
毛
皮
に
優
る
毛
皮
と
し
て
の
縫
所
は
主
と
し
て
、
そ
の
耐
久
性
に
樹
む
熱
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

爪
と
共
に
上
皮
細
胞
の
化
生
せ
る
動
物
毛
は
、
そ
の
化
畢
的
組
成
に
於
て
、
炭
水
化
物
か
ら
な
為
柿
物
性
繊
維
と
は
述
っ
て
、
ク
ラ
チ
ン
、

メ
ラ
ニ
ン
、
シ
ス
チ
ン
等
の
蛋
白
賃
か
ら
な
る
が
、
同
様
に
動
物
性
繊
維
に
脇
す
る
天
然
絹
糸
と
は
、
叉
硫
黄
化
合
体
で
あ
る
鮎
に
於
て
異
な

ル
ッ
が
ス
キ
ー
川
盗
難
毛
皮
と
し
て
総
適
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
近
年
頗
る
流
要
を
聡
加
し
て
ゐ
る
が
、
此
傾
向
は
勝
来
も
盆

ス
キ
ー
用
シ
ユ
タ
イ
ク
ベ
ル
ヅ

iｆ
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柿
物
性
繊
維
と
災
な
る
の
は
、
元
来
そ
の
化
皐
的
組
成
が
全
く
机
連
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
同
時
に
動
物
毛
は
形
態
蕊
的
椛
迩
に
於
て
も
、
枕

物
性
繊
維
と
は
全
然
趣
を
典
に
す
る
た
め
で
も
あ
る
。

一
般
動
物
毛
は
之
を
形
態
上
か
ら
、
剛
毛
、
籾
毛
、
綿
毛
の
三
種
に
価
別
す
る
。
海
豹
，
脇
肥
欺
そ
の
他
野
獣
が
一
般
に
右
つ
口
髭
は
剛
毛

で
あ
っ
て
、
緬
羊
の
如
き
は
人
儒
的
改
良
の
結
果
、
籾
毛
を
失
っ
て
綿
毛
の
み
と
な
っ
た
も
の
で
、
牛
馬
は
反
封
に
綿
毛
を
有
た
な
い
も
の
で

綿
毛
と
洲
毛
と
に
価
別
な
く
、
凡
そ
動
物
毛
は
、
髄
質
部
、
皮
費
勝
、
上
皮
勝
の
三
部
分
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
髄
変
部
は
細
胞
内
容
の

乾
枯
に
依
っ
て
、
空
洞
を
な
し
て
ゐ
る
が
、
繊
細
な
る
綿
毛
中
に
は
全
く
髄
礎
部
を
右
た
な
い
も
の
が
あ
る
。
上
皮
勝
は
外
観
魚
鱗
の
如
く
、

数
多
の
鱗
片
の
挫
紬
か
ら
な
っ
て
ゐ
る
が
、
綿
毛
に
於
て
は
鱗
片
の
卿
総
淋
離
し
て
、
突
起
を
な
し
て
魚
賊
に
似
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
粗
毛
に

あ
っ
て
は
、
概
し
て
長
大
で
表
而
不
滑
で
鱗
片
は
、
他
に
存
す
る
満
の
如
き
境
界
線
に
依
て
、
鱗
片
を
認
む
る
に
過
ぎ
な
い
。

海
豹
毛
皮
が
シ
ユ
ク
ィ
グ
ペ
ル
ッ
と
し
て
利
川
さ
れ
る
の
は
、
襟
生
す
る
粗
毛
の
鋤
に
あ
る
が
、
籾
毛
が
綿
毛
と
異
な
り
表
而
卒
滞
で
あ
る
。

鮎
は
シ
ュ
ク
ィ
グ
ペ
ル
シ
と
し
て
は
重
要
な
る
特
性
で
あ
る
。

一
見
す
る
と
、
海
豹
は
綿
毛
を
右
た
な
い
様
で
あ
る
が
、
防
寒
の
た
め
に
は
、
綿
毛
を
も
具
へ
て
ゐ
る
。
兎
毛
皮
の
右
つ
籾
毛
と
綿
毛
と
の

比
例
は
一
封
二
十
で
あ
っ
て
、
綿
毛
に
富
む
が
、
海
豹
皮
は
粗
毛
の
割
合
が
遥
に
大
で
あ
る
黙
も
、
シ
ユ
タ
ィ
グ
ペ
ル
ッ
と
し
て
袷
適
す
る
他

の
理
由
の
一
で
あ
る
。
第
一
一
一
の
理
由
と
し
て
は
、
一
般
陸
棲
動
物
毛
に
は
み
る
こ
と
の
出
来
な
い
特
性
が
、
海
豹
の
粗
毛
の
構
造
上
に
認
め
ら

れ
る
ｏ
一
般
に
動
物
毛
の
横
断
而
は
、
側
形
で
あ
る
の
を
普
通
と
す
る
が
、
時
に
楕
側
形
を
呈
す
る
も
の
が
あ
る
。
海
豹
そ
の
他
一
般
に
，
水

棲
動
物
毛
の
中
で
和
毛
の
働
は
、
防
水
に
依
る
体
温
の
保
持
に
あ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
た
め
に
は
海
豹
の
粗
毛
は
著
し
く
偏
平
で
あ
っ
て
、
水

に
灘
潤
し
吸
水
す
る
と
き
は
、
剛
毛
は
そ
の
基
根
部
に
於
て
釣
針
の
如
く
礎
曲
す
る
性
能
が
あ
る
。
こ
れ
は
吸
水
に
依
て
起
る
毛
細
胞
の
膨
脹
・

率
が
、
外
側
に
於
て
火
で
、
内
側
に
於
て
小
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

前
述
の
如
く
、
吸
水
に
依
て
侃
不
な
る
測
毛
が
内
側
に
向
て
、
弧
く
櫛
曲
す
る
が
た
め
に
、
海
豹
其
他
脇
肪
献
等
が
一
皮
潜
水
す
れ
ば
、
体

あ
る
Ｃ

凸
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第二岡

毛の外糊

Ａ綿毛

Ｂ組毛

多
く
の
毛
皮
中
特
に
海
豹
毛
皮
が
ス
キ
ー
川
シ
ユ
タ
ィ
グ
ペ
ル
ッ
に
袷
適
す
る
所
以
は
、
短
大
剛
硬
な
る
粗
毛
の
密
生
せ
る
黙
に
も
勿
論
あ

る
が
、
潟
潤
し
て
他
の
陸
棲
動
物
毛
の
如
く
、
毛
並
の
凱
れ
る
こ
と
が
な
く
、
寧
ろ
乾
燥
時
に
於
け
る
よ
り
も
、
内
側
に
向
て
の
弾
擬
性
を
加

へ
て
来
る
鋤
が
、
他
の
碓
楼
動
物
毛
皮
老
以
て
は
、
代
川
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
特
異
性
で
あ
る
の
で
あ
る
。
凍
結
し
な
い
範
剛
に
於
て
、
海

豹
毛
の
此
の
特
性
を
利
川
す
る
た
め
に
、
使
川
に
先
だ
っ
て
徹
に
、
毛
を
燃
す
こ
と
は
、
シ
ユ
タ
イ
グ
ペ
ル
ッ
の
効
果
を
し
て
，
昇
降
共
に
一

表
而
を
砿
ふ
蝿
大
な
る
粗
毛
は
、
起
毛
筋
の
作
川
で
は
な
く
、
無
意
識
的
に
，
一
様
に
体
表
而
に
於
て
糠
曲
癖
藩
し
て
、
綿
毛
間
に
存
在
し
た

る
案
蕪
を
完
全
に
密
閉
逸
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
能
く
渋
水
に
依
る
体
温
の
散
逸
を
免
れ
る
と
同
時
に
、
潜
水
中
は
毛
の
水
に
封
す
る
抵
抗
を
減

じ
て
瀧
泳
に
便
な
ら
し
め
且
つ
容
易
に
水
面
に
浮
揚
す
る
作
用
を
も
な
す
も
の
で
あ
る
。

シ
ユ
タ
イ
グ
ベ
ル
ッ
の
擬
製
法

従
来
一
般
毛
皮
の
燃
製
に
は
、
食
慰
と
明
蕊
の
混
合
溶
液
を
以
て
す
る
。
所
謂
ト
ウ
ィ
ン
グ
な
る
糠
製
法
が
、
操
作
簡
単
雰
易
で
あ
っ
て
、

弓

iＩ
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豹
毛
の
此
の
特
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而
も
純
ｎ
軟
柔
な
る
毛
皮
を
得
ら
る
る
の
で
旗
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。

皮
毛
と
し
て
、
特
殊
な
る
使
命
を
持
つ
シ
ユ
タ
ィ
グ
ペ
ル
ッ
の
糠
製
に
、
他
の
防
寒
毛
皮
と
同
一
な
る
明
琴
線
製
を
施
す
の
は
、
不
合
理
で

あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
敢
え
て
耐
水
性
を
必
要
と
し
な
い
一
般
毛
皮
の
膝
製
に
は
、
操
作
の
溶
易
簡
踊
で
あ
る
ト
ウ
イ
ン
グ
も
、

必
ず
し
も
不
可
で
は
な
い
が
、
シ
ユ
ク
ィ
グ
ペ
ル
ヅ
の
如
く
、
総
に
使
川
に
淵
て
、
融
雪
に
依
る
吸
水
漁
潤
を
免
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
毛
皮

の
糠
製
に
は
、
是
非
と
も
耐
水
性
を
帯
ば
し
め
て
、
吸
水
乾
燥
に
依
て
硬
化
菱
性
を
来
さ
壁
る
糠
製
法
を
鐸
ぶ
必
要
が
あ
る
。
此
目
的
に
封
し

て
右
効
で
あ
る
糠
製
法
は
、
明
舞
と
タ
ン
ニ
ン
乃
至
は
明
舞
と
ク
ロ
ム
の
複
合
雌
製
法
で
あ
る
が
、
就
中
ク
ロ
ム
糠
製
法
は
軟
柔
な
る
毛
皮
を

生
ず
る
熱
か
ら
蒜
て
、
海
豹
毛
皮
の
紘
製
に
は
袷
適
す
る
も
の
で
あ
る
。
・

薄
青
色
を
樵
ぴ
て
軟
柔
で
あ
る
ク
ロ
ム
糠
製
毛
皮
は
、
白
色
を
呈
す
る
明
馨
紘
製
毛
皮
に
封
比
し
て
、
途
に
耐
水
耐
熱
性
に
常
む
特
異
性
が

あ
る
が
。
術
貯
蔵
巾
は
明
舞
糠
製
革
の
如
く
、
吸
撫
性
を
雑
ぴ
て
を
ら
な
い
た
め
に
、
カ
ビ
の
鴇
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。
特
に
赤
色
斑

紺
を
賂
す
カ
ビ
は
、
毛
皮
の
皮
焚
を
し
て
群
し
く
腐
蝕
脆
弱
化
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
か
上
る
理
由
に
依
て
ス
キ
ー
川
海
豹
毛
皮
の
犠
製
に

は
薄
青
色
を
帯
び
る
ク
ロ
ム
糠
製
法
を
撰
鐸
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
未
だ
か
上
る
海
豹
毛
皮
を
一
般
に
綿
め
る
狼
の
至
難
で
あ
る
今
日
で
は
、

灯
然
自
製
す
る
の
他
は
な
い
が
、
次
の
所
理
法
に
依
て
比
較
的
簡
雅
癖
易
に
耐
水
性
の
毛
皮
を
得
る
こ
と
が
柵
来
る
。

市
販
の
明
築
職
製
海
豹
毛
皮
を
、
所
川
の
幅
よ
り
も
一
剣
乃
至
二
制
度
く
裁
断
し
て
、
次
の
ク
ロ
ム
明
蕊
溶
液
中
に
三
日
乃
至
川
、
間
波
波

し
て
、
切
断
而
に
白
色
部
の
残
ら
ざ
る
に
至
て
取
り
出
す
。
一
、
二
日
間
可
及
的
乾
燥
せ
ざ
る
様
保
存
し
て
、
次
に
樺
く
水
洗
し
、
重
炭
峻
背

達
の
○
・
一
％
液
に
三
十
分
間
溌
祇
洗
稚
し
て
乾
燥
す
る
。
乾
燥
は
充
分
伸
張
し
て
、
板
に
釘
張
と
し
て
紫
形
す
る
。

ク
ロ
ム
明
舞
液
の
調
合
法

〃
ロ
ム
凹
禁
五
○
瓦
水
一
立

ハ
イ
邪
１

次
亜
硫
酸
洲
肌
韮
一
一
○
瓦
食
照
一
四
○
元

注
意
加
熱
溶
解
せ
し
む
れ
ば
鞭
硫
酸
瓦
斯
を
義
生
し
、
硫
黄
の
茨
色
沈
澱
を
生
す
る
。
亜
硫
酸
瓦
斯
の
装
生
せ
ざ
る
に
至
り
て
、
冷
却
水



今
日
一
般
に
用
ゐ
ら
る
上
ピ
ン
ド
ウ
ン
グ
川
革
は
、
青
色
の
ク
ロ
ム
凝
製
毛
皮
と
、
調
色
を
呈
す
る
タ
ン
ー
ー
ン
撫
製
難
と
で
あ
る
。
前
者
は
６

を
補
ふ
て
使
川
す
る
。

ビ
ン
ド
ウ
ン
グ
と
シ
ュ
ラ
ー
フ
ザ
ッ
ク

海
豹
毛
皮
の
保
存
と
鑑
定

’
８
－

§

‘1６

一
般
に
毛
皮
類
の
保
存
法
は
、
乾
燥
に
依
る
カ
ビ
の
諜
防
と
、
防
虫
剤
に
依
る
食
毛
蛾
の
瞬
除
で
あ
る
。
充
分
に
天
日
に
喋
し
て
乾
燥
し
、

ナ
フ
タ
リ
ン
を
添
へ
て
賦
力
縦
に
密
閉
貯
蔵
す
れ
ば
次
全
で
あ
る
が
、
乾
燥
前
に
亜
臓
仁
油
、
桐
油
の
如
き
乾
燥
性
油
を
毛
に
堆
布
す
れ
ば
、

毛
に
搬
性
を
典
へ
て
保
存
と
耐
久
性
を
漁
さ
し
め
る
に
効
果
が
あ
る
。

従
来
の
白
色
な
る
明
騨
擬
製
海
豹
毛
皮
は
撫
潤
し
た
る
ま
上
乾
燥
す
れ
ば
伸
縮
と
同
時
に
硬
化
す
る
で
あ
ら
う
。
此
峡
黙
を
防
ぐ
た
め
に
は

硫
酸
曹
達
の
他
和
溶
液
を
聖
而
に
塗
布
し
、
徐
為
に
瓜
乾
す
れ
ば
、
或
程
度
ま
で
右
効
で
あ
る
。
併
し
硫
醗
蒋
達
は
吸
撫
性
が
あ
る
た
め
に
、

券
易
に
吸
水
し
て
革
を
軟
化
せ
し
め
る
峡
紬
が
あ
る
。

一
般
に
毛
皮
の
鑑
定
は
、
毛
質
と
皮
賀
と
に
就
い
て
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
豹
毛
・
皮
の
毛
質
に
就
い
て
の
鑑
定
は
比
較
的
簡
箪
券
易

で
あ
る
。
長
大
な
る
籾
毛
の
他
に
揃
小
に
し
て
幾
分
を
縮
せ
る
綿
毛
の
あ
る
も
の
は
、
冬
毛
で
あ
っ
て
毛
礎
は
良
好
で
あ
る
。
海
豹
毛
皮
の
毛

色
は
、
元
来
半
透
明
な
る
無
色
毛
に
、
照
色
毛
の
斑
紬
を
交
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
黒
色
斑
紬
の
多
き
は
背
部
で
、
少
き
は
腹
部
で
あ
る
。
勿

論
背
部
の
毛
が
剛
硬
に
弾
溌
性
も
弧
い
か
ら
シ
ュ
タ
イ
グ
ペ
ル
シ
に
は
良
好
で
あ
る
。
往
々
み
う
け
る
黄
色
に
若
色
し
た
る
海
豹
毛
皮
は
、
胤

然
色
で
は
な
い
。
こ
れ
は
剥
皮
後
、
脂
肪
腺
の
破
壊
に
依
て
、
貯
蔵
脂
肪
の
溌
澗
腰
化
に
依
る
蒋
色
で
あ
る
。
同
様
な
る
着
色
は
皮
礎
部
に
於

て
も
往
々
散
処
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
か
よ
る
も
の
は
革
は
軟
柔
性
に
乏
し
く
、
硬
く
脆
弱
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
勿
論
良
硬
の
毛
皮
と
は

云
へ
な
い
。
同
時
に
悪
臭
を
放
っ
て
不
快
な
る
も
の
で
カ
ビ
の
被
害
も
多
い
欠
黙
が
あ
る
。



『

袷
迦
す
る
も
の
と
琴
へ
ら
れ
る
。

一
般
に
革
の
張
力
は
縫
製
技
術
の
巧
拙
は
勿
論
、
革
の
部
位
に
従
て
著
し
い
加
述
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

第
五
間
に
於
て
知
ら
る
ょ
が
如
く
、
背
部
と
襟
部
と
に
於
て
張
力
最
も
軽
き
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
延
伸
率
の
大
な
る
革
は
張
力
に
於
て

は
逆
に
劣
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ピ
ン
ド
ウ
ン
グ
の
鑑
定
は
革
の
繊
維
の
よ
く
充
髄
し
た
、
伸
び
な
い
も
の
を
操
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其

他
革
の
張
力
は
含
右
す
る
油
脂
の
質
と
斌
と
密
接
な
る
開
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ク
ン
ー
ー
ン
革
に
比
し
て
ク
ロ
ム
革
が
油
脂
を
吸
収
す
る
力

、五第

淵蝋

回

前
肢
部

後
肢
部

尼部

牛皮

鋪五脚革の張力と部位

預
夙
Ｆ
●

今
日
一
般
に
川
ゐ
ら
る
上
ピ
ン
ド
ウ
ン
グ
用
革
は
、
青
色
の
ク
ロ
ム
糠
製
牛
皮
と
、
褐
色
を
呈
す
る
タ
ン
ー
ー
ン
糠
製
革
と
で
あ
る
。
前
宥
は

張
力
に
漁
ん
で
軟
柔
で
あ
る
た
め
螺
擦
に
剰
し
て
も
変
ウ
ェ
ル
ハ
ー
フ
ト
で
あ
る
が
、
、
延
伸
性
に
窟
む
欠
熟
が
あ
る
。
後
者
は
此
の
久
熱
は
紗

い
が
革
が
硬
く
張
力
に
も
劣
り
、
特
に
摩
擦
に
封
し
て
弱
く
、
蛾
器
に
永
く
接
鯛
す
れ
ば
、
タ
ン
ニ
ン
腰
蹴
の
黒
色
化
合
物
を
生
じ
て
、
雌
の

張
力
と
耐
久
性
を
著
し
く
技
す
る
欠
紬
が
あ
る
。
斯
様
に
雨
者
と
も
に
一
得
一
失
は
あ
る
が
概
し
て
ク
ロ
ム
擬
製
革
が
耐
久
性
に
勝
る
黙
か
ら

170ｋｇ
60％磯,i,患

260-250ｋｇ
26-20％

'７０－３６０ｋｇ
60-26％艇,i,塁富

〃{韮iiI皐

緬艦iii塁
350ｋｇ以上
20％以下

［
〃
’”



に
乏
し
い
紬
も
ピ
ン
ド
ゥ
ン
グ
と
し
て
は
ク
ロ
ム
革
の
一
の
欠
鮎
で
あ
る
が
、
敵
の
保
存
上
ク
ロ
ム
革
に
は
特
に
漣
透
性
の
強
い
油
脂
を
鯉
を

塗
布
す
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
い
。
．
、

外
圃
製
ピ
ン
ド
ゥ
ン
グ
中
に
は
多
放
の
不
乾
燥
性
油
脂
を
塗
布
し
た
油
脂
練
革
に
、
乾
燥
生
皮
を
縫
合
せ
し
め
た
と
忠
は
る
よ
も
の
が
あ
る

防
水
と
耐
張
力
と
延
伸
性
を
防
ぐ
た
め
に
は
雌
も
合
理
的
な
考
案
で
あ
ら
う
。

日
本
に
は
古
く
か
ら
張
力
絶
大
で
あ
っ
て
、
純
白
軟
柔
な
る
特
産
品
で
あ
る
姫
路
並
が
あ
る
。
此
に
加
工
す
る
な
ら
ば
ス
キ
ー
川
ピ
ン
ド
ウ

ン
グ
と
し
て
は
雌
迩
な
る
革
と
し
て
、
ベ
ル
ト
の
綴
革
と
共
に
、
世
界
に
紹
介
す
る
に
足
る
も
の
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

，
雨
宥
の
長
短
を
取
捨
し
て
、
合
理
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
る
上
も
の
は
、
タ
ン
ニ
ン
と
ク
ロ
ム
と
の
複
合
靴
製
革
で
あ
る
。
ク
ロ
ム
燃
製
を
施

し
た
る
後
、
改
め
て
更
に
タ
ン
ー
ー
ン
聴
製
を
行
ふ
二
軍
撚
製
を
行
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
か
く
す
る
こ
と
に
依
て
、
能
く
胴
粁
の
長
所
を
併
右
せ

し
め
て
、
短
所
を
補
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ス
キ
ー
川
乃
至
は
盗
川
靴
の
多
く
は
、
ク
ロ
ム
砿
製
革
が
一
般
に
使
川
さ
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
格
別
多
並
の
油
脂
を
含
ま
し
め
る
必
要
の

あ
る
此
菰
の
靴
に
は
、
油
脂
を
吸
牧
す
る
力
に
乏
し
い
ク
ロ
ム
革
よ
り
も
、
前
述
の
タ
ン
ー
ー
ン
、
ク
ロ
ム
の
複
合
糠
製
革
が
恰
迩
す
る
こ
と
は

云
ふ
ま
で
も
な
い
。

■

シ
ュ
ラ
ー
フ
ザ
ッ
ク

け

靴

§８

寒
筑
に
謝
し
て
格
別
に
抵
抗
力
の
乏
し
い
悪
人
々
類
が
、
防
寒
的
器
官
を
生
来
具
へ
て
お
ら
な
い
こ
と
は
、
自
然
淘
汰
の
法
則
を
無
脱
し
た

大
な
る
矛
府
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
峡
陥
を
袖
は
ん
と
し
て
、
太
初
原
人
等
が
忠
ひ
付
い
た
、
野
獣
毛
皮
の
利
川
こ
そ
は
礎

に
人
類
を
し
て
、
猛
獣
毒
蛇
の
脅
威
あ
る
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
ラ
イ
フ
か
ら
、
温
帯
、
遠
く
地
軸
の
両
極
に
ま
で
進
出
し
て
，
此
庭
に
安
住
の
地
を
得
さ

し
め
た
動
機
で
あ
ら
と
も
云
へ
る
だ
ら
う
。
さ
れ
ば
狩
蝋
と
、
馴
鹿
の
淋
牧
と
を
生
業
と
す
る
ポ
ー
ル
ブ
オ
ル
ク
ス
も
天
悪
毛
皮
の
加
工
と
利

川
の
途
を
識
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
今
日
到
る
庭
に
繰
製
用
石
器
類
が
出
土
す
る
の
も
原
始
人
が
己
に
毛
皮
の
加
工
を
行
っ
た
誇
左
で
あ
る
。



シ
と
し
て
岐
適
の
も
の
で
あ
る
。

■

れ
な
い
馴
鹿
は
、
源
寒
凍
烈
な
る
症

嵩
烏
に
価
は
れ
る
鹿
は
、
海
今
黒

古
諜
に
も
散
兇
す
る
塵
で
あ
る
。
抄

鹿
の
渡
油
は
烏
人
間
の
謎
で
あ
る
。

で
、
防
寒
効
率
百
％
で
あ
る
は
、
之
が
た
１

部
の
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

自
然
の
所
産
で
あ
る
野
獣
毛
皮
が
、
防
寒
衣
服
と
し
て
、
人
工
の
織
物
類
に
遥
に
勝
る
と
も
、
敢
え
て
怪
し
●
む
に
は
足
ら
な
い
が
、
繊
維
を

横
に
紡
い
で
織
る
吾
人
の
織
物
は
、
重
厚
気
密
で
あ
る
が
、
生
毛
は
瓦
に
赫
離
併
立
す
ぁ
天
産
毛
皮
は
秘
快
で
あ
っ
て
，
同
時
に
包
蔵
す
る
と

こ
ろ
の
塞
蕪
は
熱
の
不
良
導
磯
で
あ
る
。
一
般
に
織
物
類
が
摩
擦
に
弱
く
、
重
厚
で
あ
っ
て
防
寒
効
率
に
劣
り
、
毛
皮
が
秘
快
耐
久
力
に
徳
ん

で
、
防
寒
効
率
百
％
で
あ
る
は
、
之
が
た
め
に
他
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
誓
人
は
毛
皮
の
一
部
分
と
し
て
，
篭
要
な
る
防
寒
的
働
を
な
す
敢
質

古
来
救
命
具
と
し
て
航
海
に
使
川
す
る
浮
袋
の
顛
充
物
に
は
、
馴
鹿
叉
は
鹿
の
毛
が
重
用
さ
れ
て
を
る
。
鹿
毛
は
髄
残
部
旗
大
で
あ
っ
て
、

塞
気
を
貯
へ
る
事
が
多
い
た
め
に
、
浮
揚
力
の
大
な
る
も
の
で
あ
る
鮎
に
想
到
す
れ
ば
、
鹿
群
渡
海
の
謎
も
解
け
る
だ
ら
う
。

防
寒
の
役
ｎ
を
な
す
綿
毛
に
恵
ま
れ
な
い
馴
鹿
が
、
克
く
厳
寒
に
蝋
え
る
の
も
、
髄
賀
部
が
火
で
あ
る
耕
と
、
礎
の
籾
職
で
あ
っ
て
、
熱
の

僻
導
性
に
乏
し
い
、
長
大
密
生
す
る
粗
毛
を
右
す
る
が
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
ア
ル
ピ
ー
ー
ス
ト
の
利
川
す
あ
の
も
此
特
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る

馴
鹿
の
冬
毛
は
‐
か
上
る
特
殊
な
る
性
質
と
憐
造
と
を
具
へ
て
、
防
寒
毛
皮
と
し
て
は
優
秀
な
る
も
の
で
あ
る
が
，
毛
賛
の
粗
槌
で
あ
る
が

一
般
に
鹿
族
の
生
毛
は
洲
毛
の
み
で
、
防
寒
的
役
目
を
な
す
綿
毛
を
右
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
馴
鹿
毛
皮
に
限
て
，
極
め
て
僅
少
な
る
綿
毛

に
机
職
す
る
細
毛
を
右
す
る
が
、
勿
論
防
寒
的
効
果
は
殆
ど
認
め
る
事
が
出
来
な
い
凝
倣
少
に
過
ぎ
な
い
。
防
寒
の
役
川
を
な
す
綿
毛
に
悪
ま

れ
な
い
馴
鹿
は
、
源
寒
凍
烈
な
る
極
北
の
厳
寒
に
抵
抗
す
可
く
、
特
別
な
る
椛
造
を
具
へ
た
る
粗
毛
に
依
て
映
膿
を
補
て
ゐ
る
。

嵩
烏
に
価
は
れ
る
鹿
は
、
海
を
渡
っ
て
近
隣
の
烏
冷
に
進
出
を
企
て
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
古
く
か
ら
鹿
群
の
渡
海
紳
棲
し
た
事
資
は

古
諜
に
も
散
兇
す
る
塵
で
あ
る
。
絡
別
寵
火
な
る
角
を
戴
く
鹿
が
、
大
海
を
渡
る
た
め
に
は
、
叫
肢
の
通
勤
の
み
で
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野
瞥
に
、
航
泰
防
寒
に
、
毛
皮
が
雌
適
で
あ
る
の
は
此
が
た
め
に
他
な
ら
な
い
が
、
激
多
の
毛
皮
中
で
も
‐
ギ
リ
ャ
ー
ク

エ
ス
キ
モ
ー
そ
の
他
の
ノ
ル
ド
フ
オ
ル
ク
ス
が
好
ん
で
使
朋
す
る
馴
鹿
毛
皮
は
、
そ
の
毛
と
披
礎
部
の
惟
造
上
か
ら
行
て
、
シ
ュ
ラ
ー
フ
ペ
ル

、
』

申
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特
に
汗
腺
の
誰
達
し
た
皮
府
を
布
つ
紬
も
、
人
類
が
嘗
て
ト
ロ
ピ
カ
ル
ア
ー
ー
マ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
識
明
す
る
打
力
な
る
一
の
係
件
で
あ
る

だ
ら
う
。
犬
の
如
く
汗
腺
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
人
類
の
戦
寒
性
は
除
程
増
大
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
冬
季
登
川
時
の
溌
汗
稀
、
不
快
な

始
末
に
窮
す
る
も
の
は
な
い
。
一
而
に
向
く
、
王
に
凍
り
付
い
た
氷
を
ぶ
ら
さ
け
た
姿
は
、
緬
羊
の
フ
リ
ー
ス
を
想
起
せ
し
め
て
、
笑
止
し
く

も
な
る
が
、
こ
わ
ば
っ
た
悪
寒
さ
え
塁
い
て
、
苦
笑
し
な
が
ら
も
、
貴
重
の
塀
す
の
を
感
ず
る
の
が
辛
い
。
汗
の
護
散
を
防
ぐ
レ
ー
ダ
ー
ロ
ッ

リ

ク
は
氷
の
天
ぷ
ら
錫
け
か
ら
逃
れ
る
に
は
妓
迩
で
あ
る
。
表
而
卒
淵
で
鯛
感
の
椎
い
、
戦
柔
郷
快
な
る
羊
蛎
皮
は
、
此
祁
の
川
途
に
怜
迦
す
る

も
の
で
あ
ら
う
。

た
め
に
、
脆
溺
折
断
し
易
き
峡
鮎
を
逸
れ
る
こ
ど
は
出
来
な
い
。
之
が
た
め
に
特
に
馴
鹿
の
異
毛
を
シ
ュ
ラ
ー
フ
ザ
ッ
ク
に
搾
ぶ
群
が
あ
為
が

愚
で
あ
る
。
シ
ベ
リ
ヤ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
主
産
し
て
本
邦
で
は
僅
に
幌
内
河
流
城
一
裕
の
ツ
ン
ド
ラ
地
稚
に
特
産
す
る
に
過
ぎ
な
い
馴
鹿
毛

皮
は
、
可
成
商
催
な
る
も
の
で
あ
る
。
準
ろ
安
佃
な
る
緬
羊
毛
皮
を
探
る
可
き
で
、
防
寒
的
効
果
も
馴
鹿
奥
毛
に
勝
る
も
の
で
あ
る
。

IＣ

Ｅ
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愈
々
雄
て
る
と
決
ま
っ
て
、
先
づ
皆
の
望
ん
だ
の
．
は
そ
の
充
分
利

用
侭
値
の
あ
る
場
所
の
撰
探
で
あ
っ
た
。
い
る
ノ
ー
の
場
所
が
話
題

に
の
っ
た
。
幾
度
か
岡
季
を
通
じ
て
疫
地
の
踏
査
も
企
て
ら
れ
た
。

兎
も
角
出
来
る
だ
け
南
蔵
王
に
足
が
の
ば
し
易
い
庭
に
と
言
ふ
こ
と

が
第
一
の
僚
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
南
戴
王
は
ほ
ん
の
倣
か
の

賊

－主

日
本

小

令

iii

』j、

舎

誌

園

そ
れ
は
全
く
ス
キ
ー
の
た
め
に
天
の
造
り
な
し
た
と
忠
は
れ
る
快

迩
な
ゲ
レ
ン
デ
の
数
々
、
滑
降
を
誘
ひ
込
む
や
う
な
タ
ン
ネ
の
布
置

そ
の
中
の
素
晴
ら
し
い
粉
雪
、
否
只
そ
れ
の
み
か
は
、
其
礎
の
特
殊

な
気
象
に
依
る
種
々
の
菱
化
に
穂
む
興
味
深
い
積
雰
加
と
雪
質
、
そ

し
て
何
よ
り
も
印
象
的
な
、
慌
奇
菱
坊
唯
ｌ
そ
う
し
た
特
色
を

持
つ
蔵
王
山
は
、
低
い
乍
ら
に
我
々
を
魅
き
つ
け
て
止
ま
ぬ
も
の
が

あ
る
の
で
あ
っ
た
。
而
も
つ
い
近
頃
ま
で
は
、
そ
う
し
た
本
職
の
蔵

王
山
を
味
は
ふ
に
は
、
根
推
地
峨
々
温
泉
は
少
し
速
す
ぎ
る
憾
み
が

あ
っ
た
。
何
庭
か
よ
い
庭
に
ス
キ
ー
ヒ
ュ
ッ
ー
プ
を
持
ち
た
い
、
そ
こ

を
中
心
に
思
ふ
存
分
、
且
つ
の
ん
き
に
、
あ
の
雲
坊
主
の
中
を
馳
せ

廻
っ
て
兄
た
い
！
叉
五
色
岳
の
端
に
も
し
が
み
つ
い
て
兄
た
い
。

そ
う
し
た
希
ひ
は
そ
こ
に
遊
ん
だ
者
の
誰
し
も
に
懐
か
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
ら
う
。
そ
れ
の
つ
も
り
つ
も
っ
た
動
か
せ
な
い
銀
い
願
望
の

位
は
、
や
が
て
こ
の
さ
Ａ
や
か
乍
ら
た
の
も
し
い
「
蔵
王
小
会
」
を

生
ま
す
に
は
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

缶

刈

一
一

(一）

一
日

不
忘
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画

昭

場
所
の
選
定
と
共
に
皆
の
寒
想
を
楽
し
ま
せ
た
の
は
小
舎
の
設
計

で
あ
っ
た
。
い
る
ノ
ー
の
プ
ラ
ン
が
た
て
ら
れ
た
。
各
地
の
ヒ
ュ
ッ

テ
が
参
考
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
皆
の
意
見
が
そ
れ
ら
を
次
第
に
か
へ

て
や
が
て
猫
自
の
も
の
が
案
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
設
計
書
を
描
い

た
は
東
北
帝
大
誉
繕
課
（
岡
版
参
照
）
小
舎
は
九
坪
平
家
辿
で
約
二

十
名
を
牧
溶
し
得
る
。
床
は
地
上
よ
り
薮
尺
商
く
、
し
た
が
っ
て
夏

に
は
階
段
を
以
て
そ
の
入
口
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
入
口
に
つ
い
で

ス
キ
ー
置
場
の
細
長
き
が
便
所
と
共
に
居
間
に
連
る
。
疲
所
は
居
間

の
奥
に
二
段
の
識
棚
を
な
す
。
ボ
イ
ラ
ー
の
如
き
ス
ト
ー
ヴ
は
居
室

の
中
央
に
。
若
し
こ
れ
な
く
ば
ダ
ン
ス
す
ら
出
来
や
う
居
間
の
庇
さ

そ
れ
は
こ
の
小
会
に
し
て
は
や
上
大
き
に
過
ぎ
る
と
兄
ら
れ
ぬ
で
も

は
筒
少
し
く
里
に
近
き
憾
み
な
き
に
非
ず
で
あ
る
が
小
舎
無
き
に
比

し
、
数
等
怪
る
は
言
を
僕
た
ぬ
。

こ
の
小
金
の
出
現
に
よ
っ
て
蔵
王
の
ス
キ
ー
史
は
一
期
を
劃
し
た

と
言
へ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
小
舎
を
中
心
と
し
て
の
ス
キ
ー
コ
ー
ス

に
就
い
て
は
他
日
、
ス
キ
ー
地
圃
と
共
に
記
す
虚
あ
ら
う
と
恩
ふ
に

よ
っ
て
、
附
近
の
案
内
は
以
上
に
て
止
め
て
掻
こ
う
。

機
含
し
か
峨
々
か
ら
は
許
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
か
ら
。
そ
し
て
そ
の

方
而
に
こ
そ
最
も
ス
キ
ー
に
適
し
た
ゲ
レ
ン
デ
の
展
開
が
あ
っ
た
か

ら
。
そ
こ
で
始
め
は
杉
ケ
峰
の
あ
た
り
か
少
く
と
も
刈
冊
峠
の
あ
た

り
の
、
螺
に
包
ま
れ
た
タ
ン
ネ
の
森
と
旋
狩
と
し
た
ゲ
レ
ン
デ
と
を

す
ぐ
近
く
に
持
っ
た
場
所
が
希
望
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
費
用
の

方
而
の
制
約
や
、
林
価
と
の
淵
係
、
水
の
供
給
の
紬
な
ど
か
ら
雌
後

に
鐸
ば
れ
た
の
は
次
の
箇
所
で
あ
っ
た
。
則
ち
刈
朋
岳
東
側
の
中
腹

（
毘
邑
巳
）
．
で
陸
地
測
飛
部
五
万
分
の
一
上
の
川
棚
幅
に
於
け
る
硫
黄

製
錬
所
記
雅
の
極
微
西
南
。
現
地
に
於
い
て
製
錬
所
跡
の
開
け
た
平

地
よ
り
西
南
に
小
瀧
の
Ⅲ
み
を
二
つ
越
し
て
約
百
米
そ
こ
の
林
の
中

に
は
ボ
ッ
カ
リ
と
立
っ
た
ト
ー
テ
ン
ポ
ー
ル
が
我
等
に
小
屋
の
所
在

を
笑
ひ
示
す
。
峨
を
温
泉
よ
り
は
、
裏
は
上
の
山
林
蓮
が
，
冬
は
略

之
に
沼
ふ
紅
、
染
め
別
け
の
標
識
が
、
三
粁
竿
、
三
時
間
の
楽
な
行

程
を
導
く
、
山
麓
の
遠
刈
Ⅲ
汽
車
よ
り
は
約
六
畔
間
。
朝
仙
蕊
を
た

て
ば
そ
の
夕
飯
は
こ
の
小
舎
で
ユ
ッ
ク
リ
と
れ
る
の
で
あ
る
。
近
く

の
刈
川
岳
へ
は
二
粁
、
術
距
川
両
米
強
約
一
時
間
、
熊
勝
岳
へ
は
更

に
一
・
七
粁
，
約
四
十
分
、
南
方
杉
ヶ
峯
へ
は
三
・
五
粁
一
時
間
小
内

に
て
達
し
、
隣
風
儒
へ
は
災
に
一
・
五
粁
、
杉
ヶ
峯
よ
り
一
時
間
を

要
せ
ず
し
て
溌
喚
し
得
る
。
南
蔵
王
を
よ
り
よ
く
享
楽
せ
ん
た
め
に

▼
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